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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド

２面　超小型ロボット「ＣＨＥＲＩ」

　　　発表／ＵＡＥ学生に宇宙教育

　　　／小林さん奨励賞／よさこい

　　　次代へ

３面　竸基弘賞に吉田主席研究員／

　　　教員試験対策講座／第37回祝

　　　勝・奨励会

４面　建築しった会が復活／吹奏楽

　　　部定期演奏会／出版案内／写

　　　真部卒業展のお知らせ

平成29年度入学試験　学科別志願者数
学部 学科

センター利用試験 Ａ日程試験
29年度 前年度 29年度 前年度

工学部

機械工学科 1,928 2,316 2,247 2,461
機械電子創成工学科 1,383 1,531 1,632 1,707
先端材料工学科 1,346 1,353 1,515 1,483
電気電子工学科 1,643 1,870 1,911 2,003
情報通信システム工学科 1,539 1,474 1,821 1,611
応用化学科 1,181 1,314 1,336 1,375

創造工学部
建築学科 1,638 1,763 1,880 1,848
都市環境工学科 1,223 1,432 1,533 1,534
デザイン科学科 1,210 1,435 1,488 1,631

先進工学部
未来ロボティクス学科 1,585 1,817 1,811 1,896
生命科学科 1,092 1,272 1,202 1,332
知能メディア工学科 1,341 1,376 1,571 1,492

情報科学部
情報工学科 1,898 1,906 2,298 2,074
情報ネットワーク学科 1,567 1,640 1,909 1,739

社会システム
科学部

経営情報科学科 863 961 1,204 1,040
プロジェクトマネジメント学科 786 898 1,076 976
金融・経営リスク科学科 726 828 1,011 918
全志願者数 22,949 25,186 27,445 27,120

　

Ａ日程９年連続増

　
１
月
14
、
15
日
（
土
、
日

曜
日
）
の
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
試
験
を
皮
切
り
に
入
試
シ

ー
ズ
ン
が
始
ま
っ
た
。
本
学

も
、
セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用

し
て
入
学
志
願
者
の
合
否
を

決
め
る
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

利
用
入
試
を
実
施
。
今
年
度

本
学
会
場
で
は
昨
年
度
よ
り

90
人
多
い
受
験
生
１
９
９
０

人
を
受
け
入
れ
、
両
日
と
も

試
験
は
順
調
に
終
了
し
た
。

　
今
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の

志
願
者
数
は
全
国
で
約
57
万

６
千
人
。
本
学
セ
ン
タ
ー
利

用
入
試
（
前
期
）
の
志
願
者

は
２
万
２
９
４
９
人
で
、
昨

年
よ
り
若
干
減
っ
た
も
の
の

多
く
の
志
願
者
が
集
ま
っ

た
。

　
続
い
て
Ａ
日
程
入
学
試
験

が
１
月
31
日
（
火
）
か
ら
４

日
間
、
本
学
試
験
場
と
新
設

し
た
郡
山
会
場
を
含
む
15
の

学
外
試
験
場
（
１
月
31
日
、

２
月
１
日
）
で
実
施
さ
れ

た
。
出
願
受
け
付
け
開
始
か

ら
間
も
な
く
、
東
京
会
場

（
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
高
崎
会

場
と
次
々
に
定
員
を
満
た

し
、
最
終
的
に
は
７
会
場
が

定
員
を
満
た
す
結
果
と
な
っ

た
。

　
試
験
日
は
４
日
間
と
も
好

天
に
恵
ま
れ
、
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
終
了
。
今
年

度
、
Ａ
日
程
志
願
者
数
は
２

万
７
４
４
５
人
で
、
昨
年
を

３
２
５
人
上
回
り
、
９
年
連

続
で
増
加
し
た
。

　
志
願
者
増
の
要
因
は
、
本

学
の
知
名
度
が
全
国
に
浸
透

し
て
き
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
昨
年
１
年
間
、
本

学
の
取
り
組
み
が
テ
レ
ビ
・

新
聞
な
ど
に
数
多
く
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
熊
本
地
震
で
倒

壊
寸
前
と
な
っ
た
宇
土
市
役

所
の
調
査
に
未
来
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ

Ｒ
ｏ
）
が
送
り
出
し
た
災
害

対
応
ロ
ボ
ッ
ト
「
櫻
壱
號
」

や
、
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ

ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
開
発
の
長

期
流
星
観
測
カ
メ
ラ
「
メ
テ

オ
」
が
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
設
置
さ
れ
観
測
が
始

ま
っ
た
こ
と
な
ど
は
特
に
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
ほ
か
に
も
▽
学
生
た
ち
が

活
躍
し
、
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界

大
会
２
０
１
６
（
ド
イ
ツ
）

で
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

５
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
▽
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
で
本
学
の
研
究
成

果
を
広
く
発
信
し
て
い
る
▽

新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新

食
堂
棟
・
体
育
館
・
国
際
交

流
会
館
が
新
し
く
オ
ー
プ
ン

し
、
よ
り
豊
か
な
大
学
生
活

に
、
受
験
生
だ
け
で
な
く
保

護
者
か
ら
も
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
｜
｜
な
ど
が
千
葉

工
大
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

を
向
上
さ
せ
、
志
願
者
を
集

め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と

み
ら
れ
て
い
る
。

29年度入試　本学志願者
「
セ
ン
タ
ー
利
用
」は
減
少

センター試験に取り組む志願者たち(１月14日、津田沼校舎6号館で)

　
体
育
会
硬
式
野
球
部
の
川

上
祐
作
さ
ん
（
経
営
情
報
科

学
科
４
年
）、
野
﨑
新
矢
さ

ん
（
機
械
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

４
年
）
の
２
人
が
、
プ
ロ
野

球
独
立
リ
ー
グ
「
ル
ー
ト
イ

ン
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
」
に
指
名
さ

れ
、
入
団
が
決
ま
っ
た
。

　
川
上
さ
ん
（
外
野
手
・
日

大
習
志
野
高
出
身
）
は
、
元

大
リ
ー
ガ
ー
・
岩
村
明
憲
さ

ん
が
監
督
を
務
め
る
福
島
ホ

ー
プ
ス
に
特
別
合
格
選
手
と

し
て
、
野
﨑
さ
ん
（
内
野
手

・
大
田
原
高
出
身
）
は
元
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
・
辻
武
史
さ
ん

が
監
督
の
栃
木
ゴ
ー
ル
デ
ン

ブ
レ
ー
ブ
ス
に
ド
ラ
フ
ト
会

議
の
地
元
推
薦
枠
と
し
て
指

名
さ
れ
、
今
後
の
野
球
人
生

を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
２
人
は
瀬
戸
熊
修
理
事

長
、
小
宮
一
仁
学
長
を
表
敬

訪
問
。
川
上
さ
ん
は
「
学
生

野
球
は
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら

は
仕
事
と
し
て
野
球
に
打
ち

込
み
ま
す
。
４
年
間
千
葉
工

大
で
培
っ
た
こ
と
を
胸
に
、

支
え
て
く
れ
た
人
々
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
、
今
年
中
に
Ｎ

Ｐ
Ｂ〈
右
の
注
〉行
き
を
か
な

え
恩
返
し
し
ま
す
」。

　
野
﨑
さ
ん
は
「
結
果
が
全

て
の
世
界
へ
飛
び
込
む
こ
と

に
重
圧
を
感
じ
ま
す
が
、
１

試
合
、
１
球
、
一
瞬
に
こ
だ

わ
り
、
全
力
で
プ
レ
ー
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

決
意
を
語
っ
た
。

川
上
さ
ん

野
﨑
さ
ん

独
立
リ
ー
グ
入
り

プロ野球へ

(左から)瀬戸熊理事長、川上さん、野﨑さん、
小宮学長、硬式野球部の竹内秀一監督

■
独
立
リ
ー
グ
　
セ
・
パ

両
リ
ー
グ
を
持
つ
日
本
野
球

機
構
（
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）
や
米
メ
ジ

ャ
ー
リ
ー
グ
、
マ
イ
ナ
ー
リ

ー
グ
に
属
さ
な
い
地
域
組
織

の
プ
ロ
野
球
リ
ー
グ
。
日
本

独
立
リ
ー
グ
野
球
機
構
（
Ｉ

Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
は
２
０
１
４
年
に

設
立
。
現
在
、
準
加
盟
を
含

め
16
球
団
が
２
リ
ー
グ
に
分

か
れ
て
プ
レ
ー
し
て
い
る
。

　平成28年度の学位記授与式は、３月22日
（水）午後２時から、幕張メッセ・イベントホ
ールで挙行されます。
　入場受け付けは、学生・父母とも１時半か
ら開始します。開式（２時）以降の入退場は
できません。なお、学生は当日「学生証」を
必ず持参してください。

平成28年度　学位記授与式

ＺＯＺＯマリン
スタジアム

2017
2.15

千葉工業大学・入試広報部
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中
東
の
産
油
国
で
、
日
本

に
と
っ
て
は
最
大
の
原
油
供

給
国
の
１
つ
で
あ
る
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の

大
学
生
が
１
月
、
本
学
新
習

志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
、

惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
の
秋
山
演ひ

ろ

亮あ
き

主
席
研
究
員
ら
に
よ
る
１
週

間
の
「
宇
宙
教
育
」
に
挑
戦

し
た
。

　「
Ｕ
Ａ
Ｅ
宇
宙
教
育
プ

ロ

グ

ラ

ム

」（Cansat 

Educational Program in

　Japan

）
と
名
づ
け
ら
れ

た
こ
の
研
修
は
、「
将
来
、

わ
が
国
の
宇
宙
開
発
に
携
わ

る
人
材
の
育
成
に
協
力
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
Ｕ
Ａ
Ｅ
側

の
要
請
に
応
え
て
行
わ
れ

た
。

　
Ｕ
Ａ
Ｅ
と
の
親
密
な
関
係

を
重
視
す
る
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
が
内
閣
府
宇
宙
開
発
戦

略
推
進
事
務
局
に
協
力
を
依

頼
し
、
一
般
財
団
法
人
日
本

宇
宙
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
っ
た

研
修
機
関
の
公
募
に
、
宇
宙

教
育
に
関
し
て
わ
が
国
有
数

の
実
績
が
あ
る
本
学
が
応
募

し
て
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
で
の
受
け
入

れ
が
決
ま
っ
た
。

　
正
月
最
中
の
１
月
２
日
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
会
式
に
Ｕ
Ａ
Ｅ

側
は
宇
宙
庁
の
教
育
担
当
官

と
学
生
12
人
（
男
子
４
人
、

女
子
８
人
）、
教
員
１
人
な

ど
計
16
人
、
日
本
側
は
本
学

か
ら
小
宮
一
仁
学
長
、
松
井

孝
典
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
所
長
）、

宮
川
博
光
の
両
常
務
理
事
の

ほ
か
、
内
閣
府
と
日
本
宇
宙

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
担
当
者
ら
が

出
席
。

　
式
の
後
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
学
生

た
ち
は
Ａ
ｒ
ｅ
ａ
Ⅱ
惑
星
探

査
ゾ
ー
ン
や
Ａ
ｒ
ｅ
ａ
Ⅰ
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
ゾ
ー
ン
を
見

学
。
３
０
０
イ
ン
チ
３
Ｄ
宇

宙
シ
ア
タ
ー
で
上
映
さ
れ
た

「
宇
宙
１
３
８
億
年
の
旅
、

地
球
そ
し
て
生
命
」
の
迫
力

に
歓
声
を
上
げ
て
い
た
。

　
１
月
３
日
か
ら
12
日
ま

で
、
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス

や
千
葉
市
花
見
川
区
の
千
種

校
地
、
和
歌
山
市
な
ど
で
実

質
７
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ

た
研
修
で
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
学
生

た
ち
は
秋
山
主
席
研
究
員
や

機
械
電
子
創
成
工
学
科
の
和

田
豊
准
教
授
の
指
導
で
３
本

ク
ラ
ス
タ
ー
タ
イ
プ
の
モ
デ

ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
製
作
と
打
ち

上
げ
を
実
際
に
経
験
し
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
の
燃

焼
実
験
と
打
ち
上
げ
を
見
学

し
た
。

　
ま
た
、
産
業
技
術
大
学
院

大
学
の
嶋
津
恵
子
教
授
に
よ

る
ロ
ケ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
授
業
を

受
け
、
１
月
４
日
に
は
宇
宙

飛
行
士
の
山
崎
直
子
さ
ん
の

講
演
を
聴
い
た
。

　
こ
の
間
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
本
学

工
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
1

年
の
川
端
洋
さ
ん
、
機
械
サ

イ
エ
ン
ス
専
攻
修
士
1
年
の

坂
野
文
菜
さ
ん
を
始
め
東
京

工
大
、
首
都
大
、
立
命
館

大
、
和
歌
山
大
の
計
８
人
の

大
学
院
生
が
同
行
。
研
修
の

手
助
け
を
す
る
と
同
時
に
親

睦
を
深
め
た
。

　
研
修
は
開
会
式
の
あ
い
さ

つ
を
含
め
全
て
英
語
で
行
わ

れ
た
。

　
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
　
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
ペ
ル
シ
ア
湾

に
面
し
た
地
域
の
７
つ
の
首
長
国
か
ら
な
る
連
邦
国
家
。

石
油
へ
の
経
済
依
存
度
を
抑
え
る
た
め
の
産
業
の
多
角
化

を
進
め
て
い
る
。
建
国
50
周
年
の
２
０
２
１
年
に
火
星
へ

無
人
探
査
機
を
打
ち
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
お

り
、
そ
の
た
め
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
三
菱
重
工
が
受
注
。
昨
年

５
月
、
経
産
省
・
内
閣
府
・
文
科
省
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
宇
宙
庁
が

宇
宙
分
野
に
お
け
る
協
力
文
書
を
取
り
交
わ
し
た
。

Ｕ
Ａ
Ｅ
学
生
に
宇
宙
教
育

▼　

Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
が
新
習
志
野
な
ど
で
ロ
ケ
ッ
ト
研
修

　
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
の
ロ
ボ
ッ
ト
が

ま
た
進
化
！
　
本
学
未
来
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

と
大
成
建
設
㈱
は
１
月
13

日
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ

ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
共
同

開
発
し
た
遠
隔
操
縦
の
超
小

型
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
天

井
裏
点
検
シ
ス
テ
ム
を
記
者

発
表
し
た
。

　
運
搬
も
操
縦
も
１
人
で

　
大
成
建
設
と
共
同
開
発

　
近
年
、
大
き
な
地
震
に
よ

る
建
物
の
天
井
崩
落
な
ど
の

事
故
が
社
会
問
題
化
し
て
お

り
、
建
築
物
を
維
持
管
理
す

る
た
め
の
劣
化
診
断
や
耐
震

診
断
な
ど
の
点
検
作
業
の
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
要
請
に
応
え
よ

う
と
開
発
さ
れ
た
こ
の
シ
ス

テ
ム
の
中
心
と
な
る
の
は
ｆ

ｕ
Ｒ
ｏ
が
新
開
発
し
た
６

ク
ロ
ー
ラ
ー
型
ロ
ボ
ッ
ト

の
「
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
（
シ
ェ

リ
）」。
原
発
ロ
ボ
ッ
ト
の
シ

ス
テ
ム
を
コ
ン
パ
ク
ト
化

し
、
全
長
35
㌢
、
幅
25
㌢
、

高
さ
９
㌢
で
、
重
量
は
従
来

の
10
分
の
１
の
４
・
５
㌔
。

　
非
構
造
部
材
や
電
気
配
線

・
配
管
な
ど
が
錯
綜
し
、
狭

く
て
暗
い
た
め
に
点
検
口
か

ら
の
目
視
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
天
井
裏
点
検
で
、
人
に

代
わ
っ
て
活
躍
す
る
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
破
壊
さ

れ
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
原
子
炉
建
屋
の
内
部
調
査

超小型「CHERI」発表
fuRoロボ 天井裏を点検、建物管理

で
は
、
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
が
開
発
し

た
「
Ｑ
ｕ
ｉ
ｎ
ｃ
ｅ
（
ク
イ

ン
ス
）」、「
Ｒ
ｏ
ｓ
ｅ
ｍ
ａ

ｒ
ｙ
（
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
）」、

「
Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
（
サ
ク

ラ
）」
の
３
機
種
合
わ
せ
て

５
台
が
活
躍
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
４
月
の
熊
本

地
震
で
崩
壊
寸
前
と
な
っ
た

宇
土
市
役
所
庁
舎
の
内
部
調

査
に
活
躍
し
た
「
櫻
壱
號
」

は
、
こ
れ
ら
の
原
発
ロ
ボ
ッ

ト
を
進
化
さ
せ
た
も
の
だ
。

　
こ
れ
ら
の
技
術
を
応
用
し

た
「
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
」
は
小
型

・
軽
量
な
が
ら
、
高
さ
15
㌢

の
段
差
を
乗
り
越
え
て
天
井

裏
を
自
在
に
動
き
回
れ
る
踏

破
性
を
保
持
。
新
開
発
の
小

型
カ
メ
ラ
は
少
な
い
光
量
で

も
鮮
明
な
映
像
を
撮
影
で
き

る
上
に
、
30
㌢
の
高
さ
ま
で

伸
び
上
が
る
リ
フ
ト
ア
ッ
プ

機
能
を
備
え
て
い
る
。
遠
隔

操
縦
シ
ス
テ
ム
も
原
発
ロ
ボ

小
林
さ
ん
奨
励
賞

▼　
Ｃ
Ｇ
作
品
評
価
支
援
シ
ス
テ
ム
発
表

　
体
育
会
の

「
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
風
神
」

チ
ー
ム
（
桑
名

広
季
主
将

生

命
環
境
科
学
科

３
年
、
部
員
１

４
８
人
）
は
、

昨
年
も
各
地
の

大
会
に
参
加
し

て
成
果
を
挙
げ

た
。

　
秋
以
降
は
▽

９
月
４
日
「
大

江
戸
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
」（
６
位

入
賞
）
▽
10
月

８
、
９
日
「
東

京
よ
さ
こ
い
」

（
三
菱
地
所
株

式
会
社
賞
受

賞
）
｜
｜
と
連
続
受
賞
。

　
11
月
５
、
６
日
「
ド
リ
ー

ム
夜
さ
来
い
祭
り
」
で
は

「
ア
ク
ア
シ
テ
ィ
お
台
場

賞
」
を
受
賞
し
た
。
風
神
三

代
で
演
舞
す
る
最
後
の
外
部

イ
ベ
ン
ト
で
、
テ
ー
マ
を

『
ド
リ
ー
ム
・
ジ
ャ
ン
ボ
｜

５
億
に
も
勝
る
感
動
を
｜
』

と
決
め
て
、
力
い
っ
ぱ
い
演

舞
を
展
開
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
な
様
子
が
評
価
さ
れ

た
。

　
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
夏
か
ら

風
神
オ
リ
ジ
ナ
ル
演

舞
「
翔

し
ょ
う

鮊は

」
の
猛
練

習
に
励
ん
だ
。
曲
に

童
謡
「
鯉
の
ぼ
り
」

を
取
り
入
れ
る
な
ど

観
客
と
一
体
と
な
っ

て
楽
し
め
る
よ
う
に

仕
上
げ
た
と
い
う

　
後
を
後
輩
に
託
す

桑
名
主
将
は
「〝
お

客
様
に
笑
顔
を
届
け

る
〞
の
目
標
通
り
、

多
く
の
方
々
に
笑
顔

を
届
け
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

受
賞
も
で
き
て
う
れ

し
い
。
こ
れ
か
ら
も

笑
顔
を
届
け
続
け
る

よ
う
、
活
躍
を
願
っ

て
い
ま
す
」
と
語
っ

た
。

ッ
ト
で
培
っ
た
要
素
技
術
を

抜
き
出
し
た
も
の
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
女
性
で
も

１
人
で
持
ち
運
び
が
で
き
、

１
人
で
操
縦
で
き
る
パ
ー
ソ

ナ
ル
な
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト

が
実
現
し
た
。

　
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
と
大
成
建
設
は

建
物
点
検
業
務
を
行
う
調
査

会
社
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
実
際
の
建
物
で
の
実
証

実
験
を
積
み
重
ね
て
さ
ら
な

る
改
良
を
進
め
、
本
格
的
な

実
用
化
を
目
指
し
て
い
く
。

　
記
者
発
表
に
は
本
学
か
ら

小
宮
一
仁
学
長
、
古
田
貴
之

ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
所
長
、「
Ｃ
Ｈ
Ｅ

Ｒ
Ｉ
」
開
発
主
担
当
の
西
村

健
志
研
究
員
ら
と
大
成
建
設

の
建
築
技
術
開
発
担
当
者
が

出
席
。

　
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
、
専
門

紙
・
誌
な
ど
28
社
の
記
者
や

カ
メ
ラ
マ
ン
が
集
ま
り
、

「
千
葉
工
大
の
ロ
ボ
ッ
ト
」

に
関
心
を
示
し
て
い
た
。

　
情
報
処
理
学
会
の
第
15
回

情
報
科
学
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
２
０
１
６
Ｆ
Ｉ
Ｔ

昨
年

９
月
７
〜
９
日
、
富
山
市
の

富
山
大
五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
）
で
、
小
林
晴
菜
さ

ん (

情
報
科
学
専
攻
修
士
１

年
、
中
村
直
人
研
究
室

写

真
右
下)

が
「
Ｃ
Ｇ
作
品
演

習
に
お
け
る
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー

（
相
互
評
価
）
支
援
シ
ス
テ

ム
の
改
善
」
を
発
表
し
、
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
。

　
中
村
研
で
は
、
人
間
の
音

声
、
画
像
、
動
作
な
ど
が
、

伝
え
る
内
容
と
ど
の
よ
う
な

関
係
に
あ
る
か
を

分
析
。
遠
隔
者
同

士
の
共
同
作
業
を

支
援
す
る
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
や
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
Ｃ
Ｇ
映
像

な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ

作
成
の
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開

発
を
行
っ
て
い
る
。

　
小
林
さ
ん
ら
は
、
Ｃ
Ｇ
作

品
の
モ
デ
ル
デ
ー
タ
を
ウ
ェ

ブ
上
で
描
画
し
、
学
習
者
間

で
の
評
価
を
支
援
す
る
シ
ス

テ
ム
の
開
発
を
行
っ
て
お

り
、
成
果
を
ま
と
め
英
語
で

発
表
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
「
初
め
て
の

学
会
発
表
で
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
。
準
備
時
間
が
短

く
、
不
安
も
多
か
っ
た
で
す

が
、
賞
を
い
た
だ
け
て
と
て

も
光
栄
で
す
。
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
中
村
教
授
に
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

●よさこい有終　次代へ

ＵＡＥの学生たちと研修の様子

公開された新ロボット「ＣＨＥＲＩ」と報道陣

アクアシティお台場賞を受賞 今年度よさこいソーラン風神のメンバーたち
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

第37回祝勝・奨励会 表彰されたクラブは以下のとおり。
平成29年２月８日（水）16時～　津田沼校舎３号館　学生食堂で

所属 クラブ名 主将・部長等 部員数 祝勝奨励事由 日付

体
　
　
　
　
　
　
育
　
　
　
　
　
　
会

空 手 道 部 電情４　星野　寛治 13名

千葉県空手道選手権大会　　　　　　　　　　　　　男子団体組手　　　　　　　　　　　　　　　　 優勝

東都六工大空手道選手権大会　　　　　　　　　　　男子団体組手　　　　　　　　　　　　　　　　 優勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男子個人組手（ＰＭ ４　山本　峻也）　　　　　 優勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女子個人組手（建都 ４　小林　京佳）　　　　　 優勝

５/３

６/26

弓 道 部 情報２　川路　空夏 56名

千葉県学生弓道選手権大会　　　　　　　　　　　　女子団体戦　　　　　　　　　　　　　　　　　 優勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男子個人戦（建都 ２  日俣　侑也）　　　　　　 優勝

関東学生弓道選手権大会

秋季リーグ戦中関東ブロック（男子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部優勝

５/３

９/24

剣 道 部 ロボ３　田中　志弥 28名 習志野市民剣道大会　　　　　　　　　　　　　　　男子個人戦（生環３　吉野　翔平）　　　　　　　優勝 10/ ２

サ イ ク リ ン グ 部 機サ２　生嶋　大暉 46名 筑波８時間耐久レースin サマー　　　　　　　　　 ＯＭクラス　　　　　　　　　　　　　　　　　 優勝 ７/９

自 動 車 部 機サ３　森戸　亮生 35名

全関東学生ジムカーナ新人選手権大会　　　　　　　女子個人の部（デザ３  石井　与詩乃）　　　　　優勝

全関東学生ダートトライアル選手権大会　　　　　　男子個人の部（機サ４ 石橋　悠人）　　　　　　 優勝

全日本学生ダートトライアル選手権大会　　　　　　団体戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 出場

全日本学生ジムカーナ選手権大会　　　　　　　　　団体戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 出場

２/23
６/26
８/ ７

８/21

卓 球 部 電情２　渡辺　夏音 45名 習志野四大学対抗卓球大会　　　　　　　　　　　　男子団体戦　　　　　　　　　　　　　　　　　 優勝 ６/26

バ ド ミ ン ト ン 部 電情３　五十嵐 貴紀 69名

千葉県学生バドミントン春季リーグ（男子）　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂクラス優勝　Ａクラス昇格

千葉県学生バドミントン春季リーグ（女子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂクラス優勝

関東大学バドミントン秋季リーグ　 （男子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部優勝　４部昇格

７/10

９/22

よ さ こ い ソ ー ラ ン 風

神 部（ 奨 励 と し て ）
建都２　武田　光太 209名

市区町村や各種団体からの要請を受け、地域の祭りなどで演舞を行っている。また、自らコンテストにも参

加し、10月８～９日、東京都豊島区で107団体が参加して開催された「東京よさこい」で企業賞【三菱地所㈱

賞】を受賞するなど、積極的な活動が高く評価できる。

文
　
　
　
化
　
　
　
会

総 合 工 学 研 究 会 ロボ２　石川　直生 17名 ROBOT JAPAN 12th　　　　　　　　　　　　　　　　フライ級（電情２　富田　修平）　　　　　　　　優勝 ８/31

将 棋 倶 楽 部 材料１　中根　公輝 18名 関東大学将棋連盟主催　春期団体戦　　　　　　　　Ｃ級Ⅱ組　　　　　　　　　　　　　　　　　　 優勝 ５/１

フ ィ ッ シ ャ ー ク ラ ブ

（ 奨 励 と し て ）
電情３　徳田　朋之 54名

全日本学生釣魚連盟関東支部ルアー・フライ大会で受賞。また、数多くの課外活動を行い文化会に大きく貢

献した。

鉄 道 倶 楽 部

（ 奨 励 と し て ）
電情２　豊崎　貴之 28名

幼稚園や企業等の他団体のイベントに赴き、意欲的に活動した。千葉トヨペット60周年イベントや幕張車両

センターフェスティバルでミニ電車による乗車イベントを実施し、大学と地域との交流に大きく貢献した。

写 真 部

（ 奨 励 と し て ）
生環２　櫻井　慧太 62名

春期学外展「はるてん」夏期学外展「ナツテン」など地域施設を利用した展覧会を実施し、地域の方々に向

けて文化会の広報活動を継続的に行い、文化会の活性化に尽力した。

電 気 研 究 部

（ 奨 励 と し て ）
電情２　高橋　　純 42名

意欲的に外部展示場での活動を行った。また、コンテストに多数参加し、団体及び文化会の広報活動を積極

的に行い、文化会の活性化に尽力した。

　
本
学
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー(
ｆ
ｕ
Ｒ

ｏ)

で
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト

を
開
発
し
て
い
る
吉
田
智
章

主
席
研
究
員
に
「
第
12
回

竸き
そ
い

基
弘
賞
」
学
術
業
績
賞

が
贈
ら
れ
た
。
授
賞
理
由
は

「
人
の
侵
入
が
難
し
い
場
所

で
活
動
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
シ

ス
テ
ム
開
発
」。

　
同
賞
は
阪
神
淡
路
大
震
災

で
死
亡
し
た
神
戸
大
大
学
院

生
・
竸
基
弘
さ
ん
（
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
専
攻

当
時
23
歳
）

の
名
を
冠
し
、
レ
ス
キ
ュ
ー

工
学
研
究
者
ら
を
表
彰
し
よ

う
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
国
際
レ

ス
キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
機

構
」（
神
戸
市
）
が
創
設
し

た
。
授
賞
式
は
１
月
11
日
、

神
戸
市
長
田
区
・
ふ
た
ば
学

舎
で
行
わ
れ
、
吉
田
主
席
研

究
員
が
記
念
講
演
し
た
。

　
吉
田
主
席
研
究
員
は
、
人

が
入
れ
な
い
過
酷
な
災
害
現

場
で
活
動
す
る
ク
ロ
ー
ラ
ー

型
ロ
ボ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
開

発
を
担
当
。
完
成
機
「
ク
イ

ン
ス
」
は
東
日
本
大
震
災
の

際
、
国
産
機
と
し
て
初
め
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の

建
屋
内
に
入
り
情
報
収
集
。

熊
本
地
震
で
は
「
櫻
壱
號
」

が
余
震
が
続
く
中
、
宇
土
市

役
所
の
損
壊
状
況
を
内
部
調

査
し
た
。
今
回
は
そ
う
し
た

実
績
が
評
価
さ
れ
た
。

　
吉
田
主
席
研
究
員
の
夫
人

は
神
戸
市
出
身
で
、
阪
神
淡

路
大
震
災
で
被
災
。
受
賞
に

つ
い
て
「
被
災
者
の
妻
か
ら

開
発
を
期
待
さ
れ
、
励
ま
さ

れ
て
き
た
。
災
害
で
役
に
立

つ
ロ
ボ
ッ
ト
を
こ
れ
か
ら
も

作
り
た
い
」
と
話
し
た
。

　
受
賞
講
演
で
は
、
福
島
第

一
原
発
の
原
子
炉
建
屋
内
や

宇
土
市
役
所
庁
舎
で
の
調
査

を
振
り
返
っ
た
ほ
か
、
Ｃ
Ｅ

Ｒ
Ｎ(

欧
州
原
子
核
研
究
機

構

ス
イ
ス)

の
加
速
器
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
ト
ン
ネ
ル
点
検

実
験
や
英
国
鉄
道
網
管
理
会

社
の
用
水
路
ト
ン
ネ
ル
の
点

検
実
験
に
「
櫻
壱
號
」
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。

　
今
回
、
学
術
業
績
賞
に
並

ぶ
技
術
業
績
賞
は
該
当
者
な

し
。
奨
励
賞
に
は
４
人
と
１

団
体
が
選
ば
れ
た
。

「
竸
基
弘
賞
」に
吉
田
主
席
研
究
員

▼
　災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
開
発

受賞講演で「櫻壱號」による宇土市役所の内部

調査を説明する吉田主席研究員＝毎日新聞提供

　
今
年
も
教
員
採
用
試
験
対

策
講
座(

教
職
課
程
運
営
委

員
会
主
催)

が
１
月
28
日
、

津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
、
教
職
課
程
を
選
ん
だ
学

生
30
人
が
参
加
し
た
。
草
野

滋
之
委
員
長
（
教
育
セ
ン
タ

ー
・
社
会
教
室
）
が
あ
い
さ

つ
し
た
後
、
２
０
１
６
年
度

採
用
試
験
に
合
格
し
た
卒
業

生
が
体
験
報
告
し
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。
ま
た
教
職
課
程
担

当
教
員
が
試
験
の
傾
向
と
対

策
を
ミ
ニ
講
義
し
た
。

　
今
回
、
後
輩
に
報
告
し
て

く
れ
た
の
は
、
卒
業
後
も
科

目
等
履
修
生
と
し
て
在
籍
中

の
西
村
華
奈
さ
ん
（
数
学
）

▽
上
越
教
育
大
の
教
職
大
学

院
に
進
学
し
た
平
林
隆
弘
さ

ん
（
数
学
）
▽
特
別
任
用
講

師
と
し
て
県
立
銚
子
商
業
高

等
学
校
に
勤
め
て
い
る
渋
谷

亮
介
さ
ん
（
数
学
）
｜
｜
の

３
人
。

　
教
員
採
用
の
枠
が
広
が
っ

て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
学

部
卒
業
と
同
時
に
教
員
採
用

試
験
を
突
破
す
る
の
は
簡
単

で
は
な
い
こ
と
、
他
方
で
教

員
に
な
る
道
は
多
様
に
あ
り

う
る
こ
と
、
な
ど
が
報
告
で

示
さ
れ
た
。

　
終
了
後
は
報
告
者
を
囲
み

「
数
学
の
楽
し
さ
と
は
何

か
」「
教
員
採
用
試
験
の
期

間
中
に
不
安
は
な
か
っ
た

か
」
な
ど
と
質
疑
や
談
笑
が

続
け
ら
れ
た
。

　
教
職
課
程
運
営
委
は
今
後

も
、
講
座
や
日
常
的
な
指
導

を
通
じ
て
、
教
職
課
程
受
講

学
生
へ
の
支
援
を
続
け
て
い

く
と
い
う
。

先
輩
３
人
が
ア
ド
バ
イ
ス

▼
　
教
員
試
験
対
策
講
座
　
今
年
も

㊤採用試験についての講義風景

㊦学生たちに資料の世話をする西村さん

14クラブを表彰
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集
ま
っ
た
。

　
小
宮
一
仁
学
長
、
坂
本
洋

同
窓
会
会
長
を
は
じ
め
、
当

時
教
鞭
を
と
っ
た
羽
倉
弘
人

名
誉
教
授
、
石
橋
一
彦
名
誉

教
授
、
ま
た
、
現
役
の
上
田

宏
教
授
、
佐
藤
史
明
教
授
が

参
加
し
た
。

　
再
生
し
っ
た
会
の
会
長
に

新
井
勲
さ
ん

昭
和
54
年
卒

を
選
任
。
新
組
織
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
活
動
方
針

と
予
算
案
を
採
択
。
活
動
方

針
で
は
近
年
、
目
覚
ま
し
い

成
長
を
続
け
る
母
校
に
対

し
、
支
援
・
寄
与
で
き
る
よ

う
積
極
的
な
方
針
が
次
々
と

打
ち
出
さ
れ
た
。

　
続
く
懇
親
会
で
は
、
昔
懐

か
し
い
面
々
が
あ
ち
こ
ち
で

話
の
輪
を
つ
く
り
、
会
場
は

温
か
い
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

た
。

　
次
回
は
３
年
後
の
２
０
２

０
年
に
開
催
す
る
予
定
。

３月５日(日)Ｃ日程入学試験・大学入試センター利用入学試験(後期)、８日(水)Ｃ日程、センター利用(後期）合格発表日、９日(木)、10日(金)大学院春・秋入学３月試験(受付期間:２月15～27日必着)

　
今
年
の
冬
は
、
如
何
い
う

訳
か
野
鳥
が
と
っ
て
も
気
に

な
り
始
め
て
、
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ

Ｏ
で
も
す
る
か
の
様
に
お
正

月
休
み
は
、
犬
の
散
歩
を
口

実
に
、
双
眼
鏡
片
手
に
千
葉

の
公
園
を
散
策
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
時
の
お
気
に
入
り

は
、
カ
ワ
セ
ミ
で
色
々
な
場

所
で
見
つ
け
て
は
、
幸
せ
な

気
分
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
、
何
気
な
く
見
て
い

た
も
の
が
、
雀
で
は
な
く
ヤ

マ
ガ
ラ
や
シ
ジ
ュ
ウ
ガ
ラ
だ

っ
た
り
、
鴨
で
は
な
く
、
オ

オ
ハ
ン
や
オ
シ
ド
リ
だ
っ
た

り
、
良
く
見
る
と
実
は
色
々

な
野
鳥
だ
っ
た
事
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
お
正
月
休
み
を
終

え
て
一
ヶ
月
、
今
年
度
の
総

ま
と
め
の
時
期
に
入
り
、
毎

日
が
目
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
て

行
き
ま
す
。
私
達
に
と
っ
て

は
毎
年
の
事
で
あ
っ
て
も
、

学
生
に
と
っ
て
大
学
で
の
四

年
間
は
、
長
い
人
生
に
お
い

て
は
短
い
期
間
で
す
が
、
と

て
も
大
切
な
時
期
で
す
。

　
私
達
は
、
こ
の
事
を
意
識

し
て
、
忙
し
さ
に
翻
弄
さ
れ

る
事
な
く
、
常
に
学
生
一
人

一
人
に
目
を
向
け
て
対
応
す

る
事
の
重
要
性
を
忘
れ
ず
に

い
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
さ
ん
に
は
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ

て
も
ら
い
、
是
非
「
幸
せ
の

青
い
鳥
」
を
見
つ
け
て
欲
し

い
も
の
で
す
。

　
新
習
志
野
教
務
課

　
　
　
　
　
　
柿
山
　
正
美

　
ク
ル
ク
ル
ま
わ
る
時
計
の

針
の
よ
う
に
、
時
間
に
追
い

か
け
ら
れ
る
毎
日
を
過
ご
し

て
い
る
。

　
あ
ま
り
に
忙
し
い
と
、

時
々
、
な
ぜ
頑
張
っ
て
い
る

の
か
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
子

ど
も
の
た
め
、自
分
の
た
め
、

仕
事
の
た
め
…
　
限
ら
れ
た

時
間
を
有
効
に
過
ご
す
と
い

う
こ
と
は
、
欲
張
り
な
私
に

と
っ
て
、
少
々
難
し
い
。

　
こ
れ
も
や
り
た
い
！
あ
れ

も
や
り
た
い
！
と
好
き
な
モ

ノ
に
時
間
を
費
や
す
事
は
、

睡
眠
時
間
を
削
ろ
う
が
な
ん

の
苦
労
も
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
合
間
の
ち
ょ
っ
と
面
倒

な
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
を
後

回
し
に
す
る
こ
と
で
、
家
庭

や
仕
事
場
に
お
い
て
、
あ
ら

ら
…
と
決
め
ら
れ
た
こ
と
が

時
間
内
に
片
付
か
ず
、
結
局

は
後
悔
す
る
ハ
メ
に
な
る
。

　「
好
き
な
こ
と
を
す
る
た

め
に
は
、
嫌
い
な
こ
と
も
や

ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
！
」

と
、
ゲ
ー
ム
ば
か
り
し
て
い

る
娘
に
向
か
っ
て
宿
題
を
促

す
私
だ
が
、な
ん
だ
か
な
ぁ
。

　
こ
の
言
葉
！
実
は
学
生
か

ら
の
受
け
売
り（
苦
笑
）で
、

何
か
あ
る
た
び
思
い
出
し
て

は
反
省
す
る
。ま
た
、周
り
を

き
ち
ん
と
見
る
と
気
づ
く
。

本
学
の
学
生
や
先
生
方
は
心

の
ゆ
と
り
と
時
間
の
使
い
方

が
絶
妙
だ
。
見
習
わ
ね
ば
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
今
年
も
入
試
の
時
期
に
突

入
し
た
。
本
学
で
も
セ
ン
タ

ー
試
験
で
二
千
名
近
い
受
験

生
を
受
け
入
れ
た
。

　
入
学
試
験
の
業
務
は
益
々

重
要
と
な
っ
て
く
る
、
ま
さ

に
教
職
協
働
の
場
で
あ
り
、

千
葉
工
大
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
試
さ
れ
る
場
面
の
１
つ
だ

と
毎
年
思
う
。

　
今
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
も

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
甲
斐
も
あ

り
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
無

く
無
事
に
終
了
す
る
事
が
出

来
た
。
と
は
言
え
、
毎
年
、

英
語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
試
験
は

緊
張
す
る
。
試
験
時
間
中
、

ト
ラ
ブ
ル
が
無
い
事
を
祈
る

ば
か
り
で
、
試
験
終
了
の
時

間
を
迎
え
る
の
が
待
ち
遠
し

い
。

　
毎
年
こ
の
時
期
に
思
い
出

す
の
は
、
自
分
の
苦
い
!?
受

験
生
時
代
の
記
憶
だ
。
中
で

も
、
試
験
日
当
日
に
大
雪
で

朝
早
く
家
を
出
た
記
憶
は
未

だ
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
。

大
雪
に
な
る
と
受
験
生
や
学

生
達
が
転
ぶ
よ
う
な
事
が
あ

っ
て
は
一
大
事
と
、
男
性
職

員
総
出
で
雪
掻
き
を
行
う

が
、
大
雪
だ
っ
た
私
の
受
験

生
時
代
に
雪
掻
き
さ
れ
た
先

輩
方
は
さ
ぞ
か
し
大
変
だ
っ

た
事
と
思
う
。

　
暦
の
上
で
は
も
う
立
春
が

過
ぎ
た
。

　
残
り
の
入
学
試
験
を
控
え

た
受
験
生
と
同
様
、
春
が
待

ち
遠
し
い
今
日
こ
の
頃
。

　
施
設
課

　
　
　
　
　
　
片
岡
　
眞
人

　
人
類
は
１
万
年
に
わ
た
り

「
法
則
」「
原
理
」
と
い
っ

た
数
式
な
ど
で
し
か
書
き
記

す
こ
と
の
で
き
な
い
〈
見
え

な
い
世
界
〉
を
解
明
す
る
旅

を
続
け
て
き
た
。
そ
し
て

今
、
こ
の
〈
見
え
な
い
世

界
〉
の
解
明
が
驚
く
ほ
ど
の

勢
い
で
拡
大
し
て
い
る
。
そ

れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
｜

｜
と
い
う
問
い
か
け
で
本
書

は
始
ま
る
。

　
比
較
惑
星
学
か
ら
ア
ス
ト

ロ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
、
文
明
論

へ
と
研
究
活
動
を
〝
膨
張
〞

さ
せ
て
き
た
筆
者
の
視
線

は
、
常
に
「
我
々
は
ど
こ
か

ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の

か
。
我
々
は
何
者
な
の
か
」

に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

答
え
は
〈
見
え
な
い
世
界
〉

の
中
に
こ
そ
あ
る
と
い
う
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
す
さ
ま
じ

い
ま
で
の
〝
知
の
集
積
〞
を

縦
横
に
駆
使
し
て
古
代
か
ら

現
代
に
至
る
ま
で
の
文
明
史

を
俯ふ

瞰か
ん

し
、
宇
宙
と
新
た
な

文
明
の
可
能
性
に
つ
い
て
考

え
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
紀
元
前
７
世
紀
の
カ
ル
デ

ア
人
の
暦
か
ら
説
き
起
こ

し
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

相
対
性
理
論
か
ら
最
新
の

「
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
」
の
概
念

…
…
ま
で
、
難
解
な
理
論
を

自
在
に
操
っ
て
〈
見
え
な
い

世
界
〉
の
「
見
え
る
化
」
の

歴
史
を
た
ど
っ
た
筆
者
は
、

最
後
に
地
球
の
生
命
は
宇
宙

か
ら
運
ば
れ
て
く
る
と
い
う

「
パ
ン
ス
ペ
ル
ミ
ア
」
説
を

積
極
的
に
検
証
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
指
摘
し
、
こ
う

結
ん
で
い
る
。

　「
解
明
さ
れ
た
〈
見
え
な

い
世
界
〉
は
、
こ
の
宇
宙
が

生
命
と
知
的
生
命
体
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
宇
宙
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
の
で
す
」

出 版

科
学
が
明
か
す
宇
宙
・
生
命

著
者

松
井
孝
典
・
千
葉
工
大
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

出
版

岩
波
新
書

価
格

９
２
９
円(

税
込
み)

文
明
は〈
見
え
な
い
世
界
〉が
つ
く
る

松井孝典所長

時
間

：

14
〜
17
日
は
10
〜
21
時
、
18
日
は
10
〜
16
時
ま
で

会
場

：

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
５
階

　市
民
サ
ロ
ン(

Ｊ
Ｒ
千

  

　
　
葉
駅
東
口
か
ら
徒
歩
10
分
、
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

      

葭
川
公
園
駅
か
ら
３
分)

(

写
真
部
ブ
ロ
グhttp://citsc.blog41 .fc2 .com/

参
照)

　毎年好評の文化会写真部卒業展が３月14
～18日の５日間､ 開かれます。いろとり

どりの作品がずらり。ぜひご来場ください。

　
15
年
前
に
解
散
し
た
建
築

学
科
の
同
窓
会
「
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ

会
」（
通
称
し
っ
た
会
）
が

再
発
足
の
運
び
と
な
り
、
初

会
合
が
昨
年
11
月
20
日
、
津

田
沼
校
舎
１
号
館
20
階
で
開

か
れ
た
。

　
し
っ
た
会
は
、
同
学
科
が

初
め
て
卒
業
生
を
送
り
出
し

た
１
９
６
６
年
に
発
足
。
２

０
０
２
年
に
学
科
再
編
成
で

建
築
学
科
の
名
称
が
な
く
な

っ
た
た
め
解
散
。
し
か
し
、

昨
年
の
工
学
部
再
編
で
「
建

築
学
科
」
の
名
が
復
活
し
た

こ
と
を
受
け
て
、
し
っ
た
会

も
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
初
会
合
は
津
田
沼
祭
の
開

催
期
間
中
に
開
か
れ
、
全
国

か
ら
約
１
１
０
人
の
同
朋
が

建
築
し
っ
た
会

復
活

▼
　
学
科
名
が
戻
り

同
窓
１
１
０
人

初
会
合

　
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
た
文

化
会
吹
奏
楽
部
（
黒
澤
匠
部

長

機
械
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

３
年
、
部
員
48
人
）
の
定
期

演
奏
会
が
ク
リ
ス
マ
ス
前
の

昨
年
12
月
23
日
、
津
田
沼
校

舎
向
か
い
の
習
志
野
文
化
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
た

写
真
。

　
吹
奏
楽
部
は
学
位
記
授
与

式
や
入
学
式
な
ど
大
舞
台
の

ほ
か
、
地
域
活
動
に
も
参
加

し
て
演
奏
。
定
期
演
奏
会
は

今
年
度
の
活
動
の
集
大
成

で
、
引
退
す
る
３
年
生
部
員

に
は
最
後
の
舞
台
と
な
る
。

「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト 

マ
ー
チ
」「
吹
奏
楽
の
た
め

の
風
之
舞
」
ほ
か
12
曲
を
心

地
よ
く
演
奏
し
、
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
た
。

　
黒
澤
部
長
は
「
今
年
度
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
の
演
奏
が
で
き

ま
し
た
。
お
客
様
、
応
援
し

て
く
だ
さ
る
方
々
、
部
員
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」。

　
顧
問
の
大
川
茂
樹
・
未
来

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
教
授
は

「
昨
年
に
続
き
私
も
仲
間
に

入
れ
て
も
ら
い
、
若
い
音
楽

家
た
ち
と
の
ひ
と
と
き
を
楽

し
み
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い

た
。

吹奏楽部 年度を飾る12曲

しった会に集まった同窓生たち


